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　今年で設立から 8 年目ですが、教員 11 人の非常に小さいセンターです。数えたことな
いですけども、大学院生は多分 25 人から 30 人ぐらいいると思います。それから 10 人
以上の研究員がいて、世界各地で研究してます。ブラジル、チリ、インド、タンザニア、
マレーシア、アラスカ、日本とか書いてあり
ますが、多分漏れているところがたくさんあ
ると思います。
そこで、イルカだとかゾウだとか、ドールと
いうのはワイルドドッグ、野生のイヌ科動物
ですね。キリン、バンテンというのは野生の
牛です。それからアザラシ、北極でアザラシ
の研究をやっている人もいます。あと、コオ
リミミズというのは僕がやっていますけれど
も。そういうさまざまな大型動物の研究をし
ています。
　フィールドの研究もしているんですけれど
も、先ほど言いましたように、飼育下の研究
というのを非常に重視しています。特に、動
物園や水族館の人と連携した研究というのを
重視しています。これ、共同利用・共同研究
拠点にも認定されていて、日本で唯一の野生
動物保全に関する全国共同利用・共同研究拠
点になっています。
　これまでに大学では、あまりなかったことなんですが、動物園や水族館と連携していま
す。京都市動物園や名古屋の東山動物園など、動物園は 10 園ぐらい。それから京都水族館、
名古屋港水族館、須磨水族館とかですね、水族館 5 園と正式に連携協定を結んで一緒に
やっていこうということをしています。
　それは、先ほどの例もありましたけれども、やはり今、例えばイルカに関しては、飼っ
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ちゃいかんということになっているんですが、アメリカあたりでは。でも明らかに飼わな
いとわからないこともたくさんあるんです。ただ、飼うからにはちゃんと飼わないと、い
い研究もできないわけです。
　うちのセンターが目指しているのは、国内
だけではなくて、海外の大型動物、海外の特
に熱帯諸国との共同研究とか協力を重視して
います。それで、マレーシア、ブラジル、イ
ンドという生物多様性のホットスポットであ
る熱帯雨林がある国と大型動物研究を軸とす
る熱帯生物多様性保全研究という事業をして
います。
　何でマレーシア、ブラジル、インドかとい
いますと、この 3 国は急速な経済発展をし
ています。ですから、多様性保全、特に大型
動物が絶滅の危機というか、危機的な状況に
あります。経済力も上がってますので、非常
に意識が高くて、何とか若い世代の研究者も
育てたいと思っているんですが、なかなかう
まくいかない。それを日本と協力して、一緒
に、日本の研究者も、それから相手国の研究
者も、こういう大型動物の研究専門家を育てようというプロジェクトです。なぜ、大型動
物に注目しているかというと、先ほど言いましたように、その多くが絶滅危惧種だからで
す。
　それからアンブレラ種という言葉があります。アンブレラというのは傘のことです。例
えば、オランウータンを守る、オランウータンの森を守れば、そのほかのいろんな動物、
それから植物、いろいろな生き物が守られるわけです、その傘のもとで。ですから、そう
いう意味では、アンブレラ種を守る研究が必要である。
　それからフラッグシップ種という言葉もあります、フラッグシップ種というのは「旗手」
ということです。例えば、ボルネオの森に住んでいるオランウータンを守ろうといったら、
ものすごくわかりやすいし、注目も集めます。でも、そこにいる何々ダンゴムシを守りた
いとかということになると、なかなか理解が得られません。ですから、やっぱり大型動物
の研究というのは非常に大事です。
　ところが、寿命が長いから長期継続研究が必要。ですから、普通、賢い人はやりません。
そんなにすぐに論文になるわけじゃないし。ですから、かなりの決意のある変わった人で
ないと、なかなかできない。それから、そういう本当に保全のための長期研究をするには、
96
やっぱり、その生息地、現地の研究者の育成
が必要です。ですから、それをやろうと。
　もう 1 つが新しい視点なんですが、そう
いう専門家を育てても、そういう絶滅危惧の
大型動物を保全したり、研究したりするよう
な仕組み、受け入れ先がないと、活躍できる
場がないと、結局、保全はできない。ですか
ら、これは、生息地型動物観察施設といって
いますが、これを、我々はフィールドミュー
ジアムと名づけました。
　それはざっくりいうと、我々から見て理想的な動物園や水族館や植物園の姿です。実際
に、研究者交流とかしておりますが、これではフィールドミュージアム、実際、ものすご
いことはできないんですが、そういうフィールドミュージアムという概念を広げたいと、
今、思って活動しています。
　まず、今言いました野生動物の保全に必要なもう 1 つの要素である、自然生息地型の
動物観察施設、フィールドミュージアムについて、もう少しご説明します。
　私たちは、マレーシアでオランウータンの研究をしている学生と、2 人ぐらい、それで
ドクターをとりましたが、オランウータンの
野生復帰事業に協力しています。孤児になっ
た赤ちゃんのオランウータンを保護して、育
てて、森に返すという事業は、もう 40 年ぐ
らい継続しているんですが、ほとんどすべて
失敗しています。なぜかというと、森に戻さ
れても生きていけない。それから、生きてい
けるような場所かどうかもわからないし、放
した後、ちゃんと本当に生きているかどうか
のチェックもないわけです。
　どう見ても、飼育施設で育てるだけじゃなくて、放す前に、ソフトリリーシングといい
ますが、もう少し自然に近い半飼育、半野生状態でトレーニングして、うまく適応できる
のを確認して、より野生の環境に移していかなければいけない。
　ですが、そういう施設がない。そこで我々がマレーシアで試みたのは、ダム湖の中にあ
る小さな島、そこにはオランウータンがすめるような森があります。そこに何頭か放す。
そこで行動を観察して、どのぐらい適応しているかをチェックする。それが確認できたら、
もっと大きな島に、最終的には、放しても十分生きていけるような場所を選んで放す、放
しっぱなしではなくて、その後も追跡、モニタリングができるような、そういうシステム
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をつくりたいと思っています。
　やってみると、これって理想の動物園だなと思いました。狭い島、100 ヘクタールぐ
らいの小さな島ですから、森も限られている。僕は野生のオランウータンを実際に見てい
ました。野生のオランウータンは、50 メートルぐらいのほんとに高い木の上にいて、見
つけるのが大変だし、見つけても、ほんとに、茶色い雑巾がぶら下がっているんじゃない
かというような、そんな状態です。だから非常に観察が難しいんです。ところが、半飼育
環境ですと、非常に近いところから詳細に、より自然に近い行動が見られるということが
わかりました。これは、絶対、研究にも役立てば、教育だとか、エコツーリズムみたいな
ものにも役に立つんじゃないかというふうに考えました。
　そういう自然生息地型の生物観察施設をフィールドミュージアムと名づけました。これ
は、生物観察施設と保護区のネットワークです。飼育施設もあれば、半飼育施設もあって、
野生の保護区もある、それを一元的に管理、運営しないと野生復帰事業はうまくいかない
だろう。これは、多様性保全、野生復帰事業には絶対必要です。
　それから動物福祉、日本の動物園、水族館は動物虐待だというように以前言われていま
したけれども、そういう動物福祉の観点からも、本来の生息環境に限りなく近いわけです
から、いい。それから教育研究にも有用で、本来の環境に近いので本来の姿や振る舞いを
詳細に観察できる。
　それから、大きな動物は広い面積を必要とするので、ほかのさまざまな生物や、その環
境自体の研究や保全にも有用である。それから、環境教育にも有用。今のエコツーリズム
は、外国から来たお金持ちから、がっぽりお金をとるというビジネスモデルですけれども、
市民向けのエコツーリズムというのは、そうじゃなくて、日本の動物園や水族館のように、
地域の人が来れるような市民向けのエコツーリズムです。
　それから市民参加型の研究、保全教育の拠点にもなり得るだろう、それから、地域住民
や専門家の活躍できる職場、地域の伝統的知識や能力を活用できる場にもなるだろう。つ
まり、野生動物の保全だけではなくて、地域活性化や環境保全にもつながるだろう。
　従来の動植物園・水族館とどう違うか、従来の動植物園・水族館は、主に海外の珍しい
動・植物を展示する、主に娯楽を提供するた
めに出来たものが多い。ですから、人工的な
人間の視点や都合による設計ですので、1 カ
所に行ったら、アフリカの動物や北極グマも
見られるし、世界中の動物が一遍に見られる、
これは人間の都合ですね。動物の世話をした
り病気を治すような人はいるけれども、動物
のことを本当に知っているような人は少ない
ですから、研究や保全や教育という面では非
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常に物足りないものがあります。
　一方、フィールドミュージアムは、基本的に、その地域の動物や植物や、その環境その
ものを研究したり、保全したりするんです。アマゾンだったら、アマゾンの自然、動物や
植物を展示するんだと、それから、その研究や保全活動も展示できるだろう。
　ですから、正確で最新の情報、それから豊
かな自然体験、それから研究や保全への理解
や参加の輪を提供できるだろう。それで、自
然生息地であるわけですから、例えば、アマ
ゾンだったらアマゾンだから、アマゾンの動
物にとって、いい飼育環境や、半飼育環境を
整えるのは非常に楽です。その地域の自然の
一部をそのまま利用してつくることもできま
す。それは、生物のほうの視点でつくります
ので、飼育環境にいいところ、半飼育環境に
いいところ、野生の環境というふうに、そう
いう幾つかの小さな要素のネットワークにな
るだろう。
　それが、市民参加型の研究、保全教育や、
地域社会の持続発展のための拠点にもなり得
るんじゃないかということで、それを、まず
アマゾンで実現しようとしています。
　アマゾンのど真ん中にあるマナウスです。
ご存じのように、世界の熱帯雨林の半分以上
が実はアマゾンにあります。その中心部にあ
るマナウスは、この 10 年で人口が倍増して
200 万人を超えたほどで、工業都市として
発達しようとしています。世界でも最も多様
性の高いとこなんですが、危機にさらされて
いて、人工衛星で見ると町がどんどん拡大し
て、保護区があるんですけれど、四角いサロンパスみたいな形がどんどん浮き上がって見
えてくるような状態です。
　ところが、研究という面では、アマゾン川の水って濁っていますので、水の中の生き物
ってほとんど見えません。これはマナティーで、ここに、鼻で息しているんですけども見
えません。ですから、水の中に入ったら何やっているかわからないんです。それから、皆
さんも驚かれると思うんですが、アマゾンに行っても、アマゾンの生きた魚は見られませ
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ん。魚を見ようと思ったら、市場へ行って死
んだ魚を見るしかないんです。
　欧米や日本では、たくさんアマゾンの魚が
水族館で見られるのに、アマゾンに行っても、
生きたアマゾンの魚を見るチャンスがないん
です。ですから、アマゾンの真ん中にあるマ
ナウスの人たちは、自分たちの身の回りにあ
る貴重な自然のことをほとんど知る機会がな
いし、知る手立てがないんです。そういう状
況を何とかしたい。
　それで、始まりはカワイルカの研究ですけ
れども、水の中の行動が全くわからなかっ
たのを、彼らが出す超音波のクリック音を 2
つのマイクで拾って、方向を割り出して、水
中の行動を分析しました。それで初めて、夜
どこにいるのかとか、いつ餌を食べているの
かがわかってきました。
　そういうことがわからないと、彼らと共存
して行くために、例えば、ボートによる事故
などをどう回避するかなどの問題を解決する
ことはできないわけです。
　そういう日本の技術を使って、今までわか
らなかった水中の動物だとか魚の行動を見よ
う、それから、ほかの地域の熱帯雨林では非
常に盛んな樹上、Canopy（キャノピー）と
言いますが、の生物の研究もおくれています。
なぜかというと、アマゾンの木って、皆さん
が想像しているよりもかなり細いんです。で
すから、樹上観察施設をつくるのが結構難し
い。だから、マナティーやカワイルカの飼育、
半飼育施設と保護区の整備、魚類や水生生物
の施設に加えて、森林の施設をつくろうと計
画しています。
　フィールドミュージアムの１つの中心になるのがブラジル側のパートナー機関である国
立アマゾン研究所です。非常にユニークな研究所で、京大とも正式なＭＯＵを結んでいま
100
す。50 年以上前につくられたんですが、最
初はほとんど森はなかったんですけど、今
は森の中に建物が点在してるような状態で
す。この森は都市の中心の貴重な森なんで、
最近、その一部を環境教育用に、科学の森、
Bosque da Ciencia（ボスケ・ダ・シエン
シア）として開放しています。ここでは、い
ろんな野生動物が身近に見られるんです、実
は。
　絶滅危惧種のフタイロタマリンなんかもい
ます。あと、オオカワウソが保護されたもの
ですね。あとマナティー、マナティーは大き
なお母さんやお父ちゃんはおいしいし、肉も
たくさんあるんだけど、子供は痩せていてう
まくないんで、子どもだけ流れ着くことがよ
くあるんです。
　それが保護されてきて、これ、10 頭ぐら
いのキャパの水槽に今50頭以上入っている。
しかも水浄化の施設もないので、3 日に一度
水を抜いて、こうやって掃除しているんです
ね。何とかこれを、いい施設に改修したい。
それから、半飼育施設をつくって、トレーニ
ングしてから野生環境にリリースする事業を
計画しています。
　これは、マナウスからボートで 3 時間ぐ
らいのところにあるクイエイラス川流域の熱
帯雨林です。ここに新しいリサーチ・ステー
ションをつくって、そこでマナティーの半野
生施設、それから森林の研究展示施設をつく
っていきたい。ここの近くでは、アマゾンカ
ワイルカと泳ぐこともできます。
　この熱帯雨林に、このマレーシアのキャノ
ピーウオークのような施設を整備して、研究
も行いたい。これが全体のイメージです。マナウスの真ん中にある国立アマゾン研究所の
敷地を 1 つの拠点にします。それから、もっと自然度の高いクイエイラス川のエリアに
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森林施設とマナティーセンター、半飼育施設
をつくる。マナティーを野生に戻すところは
もっと遠いところですけども、こういうとこ
ろで、研究、展示、それから社会教育みたい
なことができるように願っています。
　フィールドミュージアムというのは、おさ
らいしますと、地域生体系の研究と保全、環
境教育のために、野生生物の自然生息地、つ
まりアマゾンやボルネオに整備された保護区
と自然観察施設のネットワークである。地域
のさまざまな生物を飼育、半飼育、野生環境
下で研究保全できる場であり、研究や保全活
動への理解と市民参加を進める拠点ともな
る、またエコツーリズムの拠点、地域住民や
専門家の職場として地域経済にも貢献でき
る。
　で、何とか、世界に、まだそういうものは
ないわけです。それを最初にマナウスにつく
って、それが、もしうまくいけば、インドで
あるとかアフリカであるとか、ボルネオであ
るとか、そういうところにも広がっていくだ
ろうと期待しています。
　既に、パンタナールってアマゾンの上流部
ですけども、そこの州政府のほうから、興味
があるので一緒にやりたいというような話も
来ております。
　じゃ、ひるがえって、日本はどうなるのと
いうことですが、日本のフィールドミュージ
アムって何なんだろう。まだないわけですが、
我々がイメージしているのは、今の動植物園・
水族館を、いろんな野生動物や野生生物のフ
ィールドとつないでいく、そういうネットワ
ークになるだろう。
　例えば、我々の学生が 20 年以上ずっと調
査している御蔵島というイルカの島がありま
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す。それから、山極総長も研究されていた屋
久島、世界自然遺産になった場所があります。
まずは、こういうところと動物園や水族館、
植物園をつなげていくというようなことを考
えています。
　これは御蔵島のイルカです。動物園や水族
館は、どういう可能性と課題があるか。教育・
研究・保全機能の充実ということが、ずっと
言われているんですが、動物園や水族館は、
見たい、知りたい、わかりたいという要望か
ら、何かしたいという要望までカバーできる
と思います。今いろんなボランティアの方が、
特にシニアの方が多いですけども、何か動物
園、水族館と一緒にやりたいという人はたく
さんいます。
　それで、我々は今後も努力して、自然生息
地での研究や保全、教育に、動物園や水族館、
それからそれにつながっているボランティア
の人々にも参加してもらい、一緒に、日本の
フィールドミュージアムというのをつくって
いきたいと考えています。
　すみません、オーバーしましたが、終わり
ます。
